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　11 月 2 日から 4 日に、みはまナビフェス 2018
文化部門をなびあすで開催しました。
　会場では、町民の皆さんによる作品展示や体験コー
ナー、バザー、芸能の祭典と題したステージ発表等が
行われ、訪れた人たちは展示作品や発表等を鑑賞しな
がら、｢ 文化の秋 ｣ を堪能していました。

the cultures

K'z Heaven

美方高等学校吹奏楽部

花の寄せ植え教室

　11 月 10 日と 11 日に、みはまナビフェス 2018
産業部門を町役場駐車場の特設会場で開催しました。
　会場では、町の農林水産業をはじめとする各団体によ
る販売や展示、体験等が行われました。また、ステージ
では各種団体の発表や農林水産物品評会の表彰等が行わ
れ、訪れた人たちはさまざまな催しを楽しんでいました。

みはま YumYumPROJECT
活動発表

品評会表彰式

みはま餅っこ隊の
もちのふるまい

みはまナビフェス 2018

文化部門産業部門

　11 月 10 日に、農林水産物品評会
が開催されました。受賞者については、
次のとおりです。( 敬称略 )

　鯖～ソニック 2018 は、みはまナビフェスを盛り上げる
ことを目的に、美浜町出身の若者が中心となって企画された
イベントで、今年で 2 回目の開催となりました。
　当日は 5 グループが出演し、約 200 人の観客とともに大
きな盛り上がりに包まれました。

鯖～ソニック 2018

町内合唱団による ｢ 美浜町民の歌 ｣ の合唱

みはまガールズ

コミュニティルームの作品展示

茶道体験

押し花サークルによる体験

みはまこども倖太鼓

部門 氏名 品名

グランプリ 大同 美喜男 白ネギ

葉菜類 岡部 哲章 きゅうり

根菜類 桃井 和幸 かぶら

穀類 和田 肇 小豆
( 大納言 )

米

ハナエチゼン 八木 照爾

コシヒカリ 澤田 勲

あきさかり 野﨑 博徳

◎グランプリ ･1 等賞等受賞者農林水産物品評会
部門 氏名 品名

果樹 田邉 博 次郎柿

林産物 髙木 豊 わさび

加工品 有限会社
ニエカワ水産

レンコダイ
干物

ミニ野菜 中瀨 博信 ミニ白菜

花の寄せ植え 森本 弘子

おもしろ野菜 株式会社 和 コリンキー

ミニ野菜特別賞 奥村 憲昭 ミニカブミニ野菜の部

保育園児によるダンス

響締めぶり食べ比べ

川辺太鼓

はたらく車展示日向定置網漁業組合による水産物の販売

美浜おみや試食販売

星城中学校 ( 愛知県 ) の PR 発表
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部　　門 学校名等 氏　　名 題　名 図　書　名

1年生の部 美浜西小学校 永井 伶実 まっかなとまとちゃん やさいのがっこう
とまとちゃんのたびだち

3年生の部 美浜西小学校 永井 咲衣 やさしい気持ち ひみつのきもちぎんこう
かぞくつうちょうできました

4年生の部 美浜東小学校 森下 乃愛 お母さんのトリセツ かあちゃん取扱説明書

5年生の部 美浜東小学校 吉本 瑚彩 自分次第で願いはかなう! 願いがかなうふしぎな日記

中学生の部 美浜中学校3年 山口 千晴 ｢辺境生物はすごい!｣から学ぶこと 辺境生物はすごい!

一般の部 美方高等学校3年 上野 和奏 愛情のチカラ 博士の愛した数式

【最優秀賞】

1年生の部　

2年生の部　

3年生の部　

4年生の部　

5年生の部

6年生の部

中学生の部

一般の部

【優秀賞】
寺尾 蒼佑 ( 美浜中央小学校 )

中西 桜菜 ( 美浜東小学校 )

平岡 海恋 ( 美浜西小学校 )

渡辺 蒼佑 ( 美浜西小学校 )

辻井 孝育 ( 美浜東小学校 )

小坂 碧依 ( 美浜東小学校 )

山脇 慧悟 ( 美浜西小学校 )

小林 拓夢 ( 美浜中央小学校 )

北脇 結人 ( 美浜中央小学校 )

岩本 美由奈 ( 美浜東小学校 )

池田 心優 ( 美浜中央小学校 )

山本 姫那 ( 美浜東小学校 )

伊藤 このは ( 美浜中学校 1 年 )

石丸 あいり ( 美浜中学校 2 年 )

西野 綾希子 ( 敦賀高等学校 3 年 )

村寄 あゆみ ( 藤島高等学校 2 年 )

入賞者発表

読書感想文
コンクール

↑最優秀賞受賞者を代表して朗読する吉本 瑚
こ あ

彩さん ( 左：美浜東小 )、

　山口 千
ち は る

晴さん ( 右 : 美浜中 )

　11月3日(文化の日)に、永年にわたり町政の発展に貢献された方々の功績に対し、感謝と敬
意を表する町政功労表彰式がなびあすで行われ、今年度は次の3人の方が表彰されました。

美浜町町政功労表彰平成30年度

　11 月 3 日に、なびあすで美浜町読書感想文コンクールの表彰式が行われました。
　今回のコンクールには、1,119 作品の応募があり、次の方々が入賞されました。（敬称略）

[

私
財
の
寄
付]  氏(

東
京
都) 

前
列
右
か
ら
2
人
目

田た

な

か中 

健た
け
し

● 

寄
付　

１
，０
０
０
万
円

[

自
治
功
労] 

松ま

つ

だ田 

う
め
子こ

前
列
左
か
ら
2
人
目

氏(

金
山) 

● 

美
浜
町
議
会 

議
員 

平
成
10
年
3
月
15
日
〜
平
成
30
年
3
月
14
日(

20
年)

● 

美
浜
町
議
会 

副
議
長

平
成
26
年
3
月
17
日
〜
平
成
27
年
3
月
11
日(

1
年)

● 

美
浜
町
議
会 

議
長

平
成
28
年
3
月
8
日
〜
平
成
30
年
3
月
14
日(

2
年)

● 

美
浜
消
防
団 

団
長　

平
成
21
年
4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31
日(

2
年)

[

自
治
功
労(

消
防)]  

山や
ま
ぐ
ち口 

哲て

つ

お男
氏(

太
田)

前
列
中
央

● 

美
浜
消
防
団 

副
団
長　

平
成
19
年
4
月
1
日
〜
平
成
21
年
3
月
31
日(

2
年)

【入選】
1年生の部

2年生の部   

3年生の部

山脇 芽依 ( 美浜西小学校 )

山本 壮真 ( 美浜中央小学校 )

椎﨑 蓮斗 ( 美浜中央小学校 )

前田 里菜 ( 美浜西小学校 )

中村 駿斗 ( 美浜中央小学校 )

中道 咲 ( 美浜東小学校 )

石嶋 陽翔 ( 美浜中央小学校 )

上登能 悠人 ( 美浜中央小学校 )

佐竹 玲勇 ( 美浜東小学校 )

4年生の部

5年生の部

6年生の部

岸本 沙也加 ( 美浜中央小学校 )

奥村 花音 ( 美浜中央小学校 )

藤本 朔矢 ( 美浜東小学校 )

武田 楓和 ( 美浜西小学校 )

中村 美寿生 ( 美浜東小学校 )

田辺 いりあ ( 美浜西小学校 )

髙木 陽菜 ( 美浜中央小学校 )

森下 凌 ( 美浜東小学校 )

田邉 志麻 ( 美浜東小学校 )

北山 優香 ( 美浜中学校 1 年 )

　本 桜季 ( 美浜中学校 1 年 )

大野 宰佳 ( 美浜中学校 3 年 )

濵野 天音 ( 美浜中学校 3 年 )

河原 康太 ( 美方高等学校 1 年 )

大西 佑奏 ( 美方高等学校 3 年 )

安武 晃浩 ( 敦賀高等学校 3 年 )

杉木 繁行 ( 中寺 )

中学生の部

一般の部
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(

会
長･

井
上
克
す
ぐ
る

氏)

総
会
並
び
に

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
美
浜
会
は
、
首
都
圏
に

在
住
の
美
浜
町
出
身
者
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
平
成
元
年
に
会

を
発
足
し
、
今
年
で
30
周
年
を

10
月
27
日
に
、
東
京
都
内

で
第
30
回
東
京
美
浜
会

２
９
１(

東
京
都)

で
大
雲
道
人
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
台
湾
等
か

ら
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
誘
客

を
推
進
す
る
た
め
、
町
の
観
光
資

源
を
映
像
化
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ(

Ｐ
Ｖ)

や
タ
ブ
ロ
イ
ド

紙
等
の
制
作･

発
行
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
、
そ
の
Ｐ
Ｖ
等
に

も
ご
出
演
い
た
だ
い
た
、
美
術
界

で
世
界
的
に
著
名
な
徳
賞
寺
住
職

の
粟あ

わ

や谷
正
光
さ
ん(

大
雲
道
人)

の

作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ

Ｖ
を
監
修
し
た
田
中
光
敏
監
督
と

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
よ
り
、
美
浜

10

の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

初
日
に
開
催
し
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
、
粟
谷
さ
ん
か
ら
水

墨
画
作
品
に
込
め
る
思
い
が
語
ら

れ
る
と
と
も
に
、
田
中
監
督
か
ら

見
た
美
浜
の
魅
力
等
が
話
さ
れ
、

来
場
者
約
１
０
０
人
に
美
浜
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
は
、
粟
谷
さ
ん
が

町
役
場
に
来
庁
さ
れ
、
色
紙
等
全

34
点
を
町
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
町
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
係
る
事
業
で
活
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

月
18
日
か
ら
23
日
に
か

け
て
、
ふ
く
い
南
青
山

た
功
績
を
称
え
、
文
部
科
学
大
臣

が
表
彰
す
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良

団
体
に
美
浜
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
昭
和
50
年
に
発
足

し
現
在
に
至
る
ま
で
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
健
康
と
仲
間
づ

く
り
を
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の

技
術
の
向
上
に
務
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、平
成
17
年
か
ら
現
在
に

か
け
て
、初
心
者
教
室
を
毎
週
開

き
、競
技
人
口
拡
大
や
地
域
の
健

康
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

美浜町ゲートボール協会が
生涯スポーツ優良団体を受賞

　

10
月
10
日
に
は
、
永
田
会
長
ら

役
員
4
人
が
来
庁
し
、
表
彰
状
や

盾
を
山
口
町
長
ら
に
披
露
し
ま
し

た
。
永
田
会
長
は｢

こ
れ
か
ら
も

新
し
い
人
を
発
掘
し
な
が
ら
健
康

を
第
一
に
競
技
を
続
け
、
町
の
発

展
に
寄
与
し
た
い｣

と
意
気
込
み

を
話
さ
れ
、
山
口
町
長
は｢

ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
普
及
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口

を
増
や
し
た
こ
と
が
今
回
の
表
彰

に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
名
誉
な
こ
と
で
あ

る
。
今
後
と
も
、
更
な
る
競
技
発

展
に
尽
力
し
て
ほ
し
い｣

と
述
べ

ま
し
た
。

↑  受賞の報告を行うゲートボール協会の役員

年
に
わ
た
り
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ

大雲道人展を開催し、美浜の魅力を発信
■ お問い合わせ先
　町商工観光課　(担当･武田)
　☎32‐6705

■ お問い合わせ先
　町教育政策課　(担当･竹内)
　☎32‐6708

↑  山口町長に色紙等を寄贈する粟谷正光さん(写真左)と寄贈された
作品(写真右)

多

迎
え
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
井
上
会
長
よ
り

｢

町
長
や
議
長
か
ら
美
浜
町
の
現

状
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が

頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
分
か
る｣

と
話
し
、｢

東
京
美
浜
会
の
会
員

拡
大｣

と｢

美
浜
町
の
活
性
化
に
向

け
た
、
会
員
の
ふ
る
さ
と
納
税｣

を
呼
び
掛
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
へ
の
参
加
を
進
め
て
い
き
た
い

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
田
中
健
顧
問(

前
会
長)

に

よ
る
美
浜
町
へ
の
１
，０
０
０
万

円
の
寄
付
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
口
町
長
か
ら
は
、
町
の
近

況
と
し
て
、
国
体
ボ
ー
ト
競
技

で
２
７
４
点
を
獲
得
し
、
天
皇

杯
と
皇
后
杯
を
獲
得
で
き
た
こ

と
や
、
今
年
30
周
年
を
迎
え
た

台
湾
新
北
市
石
門
区
と
の
交
流

及
び
美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ

ン
に
つ
い
て
、
マ
ラ
ソ
ン
当
日

に
は｢

え
え
と
こ
や
ろ
美
浜｣

と
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
に
書
い
て

い
た
だ
い
た
石
碑
の
除
幕
式
を

行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、｢

東
京

美
浜
会
に
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す

郷
土
と
の
絆
を
強
く
し
て
発
展
し

て
ほ
し
い｣

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

﨑
元
議
長
か
ら
は
、
産
業
団

地
や
住
宅
団
地
へ
の
入
居
状
況
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
人
口
減
少
対
策

が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
園
児

へ
の
英
語
教
育
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
例
に
挙
げ
、
町
の
恵
ま
れ
た

教
育
環
境
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
故
郷
美
浜
町
の

ス
ラ
イ
ド
放
映
や
美
浜
の
特
産
品

等
の
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
美
浜
会
の
第
30

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

故
郷
美
浜
の
今
昔
を
改
め
て
知

り
、
よ
り
郷
土
愛
を
深
め
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
日
向
相
撲
甚

句
保
存
会
の
方
に
よ
る
、
日
向

区
の
恵
比
寿
神
社
で
行
わ
れ
て

い
る
相
撲
甚
句
の
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
美
浜
会
に
出
席
さ

れ
た
方
は
、
昔
を
懐
か
し
み
、

故
郷
の
美
浜
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
で
は
、
美
浜
町

出
身
者
で
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い

の
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
本
人
を
は
じ
め
、
ご

家
族
や
ご
親
戚
、
ご
友
人
等
、
首

都
圏
に
お
住
い
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
幹
事
長
ま
た
は
町
企
画

政
策
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
美
浜
会

　

幹
事
長　

山
口 

司
朗 

氏 

☎
０
４
５
‐
５
８
４
‐
７
９
４
５

　

町
企
画
政
策
課(

担
当･

村
上
）

☎
32
‐
６
７
０
１

東京美浜会　30周年総会開催

↑  日向相撲甚句保存会による相撲甚句

↑ 田中光敏監督(右)とトークショーを行う粟谷正光さん(左)
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美浜発電所の状況

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会

創
設
50
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た

　

10
月
24
日
に
、
原
子
力
発
電
所
及
び
関

連
施
設
が
立
地
す
る
25
市
町
村
等
で
構
成

さ
れ
る
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村

協
議
会
の
創
設
50
周
年
記
念
大
会
が
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
昭
和
43
年
6
月
に
原
子
力

発
電
所
が
立
地
す
る
15
市
町
村
で
発
足
し

て
以
来
、原
子
力
立
地
の
最
前
線
に
立
ち
、

発
電
所
の
安
全
確
保
を
大
前
提
と
し
て
、

地
域
の
恒
久
的
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

設
立
50
周
年
の
今
回
の
大
会
に
は
、
各

市
町
村
の
首
長
や
議
長
等
が
出
席
し
、
当

町
か
ら
は
山
口
町
長
と
﨑
元
議
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
原
子
力
の
展
望
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
や
座
談

会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
会
決
議
で
は
、

国
に
対
し
、
立
地
地
域
が
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
直
視
し
、
次
の
４
項
目
に
つ
い
て

取
り
組
む
よ
う
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

① 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
被

災
地
が
復
興
・
再
生
を
果
た
す
ま
で
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
被
災
地
に
寄
り

添
っ
た
取
り
組
み
を
継
続
し
、
被
災

地
が
望
む
復
興
像
を
実
現
す
る
こ

と
。

② 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教

訓
や
国
内
外
に
お
け
る
最
新
の
知
見

を
踏
ま
え
、
原
子
力
発
電
所
等
の
安

全
性
及
び
原
子
力
防
災
対
策
の
実
効

性
の
向
上
に
不
断
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
迅
速
な
住
民
避
難
に
不
可
欠

な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備･

強
靭
化
に
つ

い
て
国
の
責
務
と
し
て
財
源
を
確
保

し
、
関
係
省
庁
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
。

③ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
温
室
効

果
ガ
ス
の
大
幅
な
削
減
を
達
成
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
向

け
、
今
後
の
原
子
力
発
電
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
国
民
に
明
確
に
示
す
と

と
も
に
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
展
望

や
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
早

期
に
具
体
化
し
、
国
民
の
理
解
の
も

と
で
確
固
た
る
原
子
力
政
策
を
進
め

る
こ
と
。

④ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
の
原
子
力
発
電

の
意
義
を
理
解
し
協
力
し
て
き
た
立

地
地
域
の
持
続
的
か
つ
自
立
的
な
発

展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
立
地
地
域
の

振
興
に
資
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
、

地
域
の
意
向
や
実
情
を
踏
ま
え
、
改

善･

拡
充
を
行
う
こ
と
。

原
子
力
立
地
地
域
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　

10
月
31
日
、
11
月
1
日
の
2
日
間
に
お

い
て
、
原
子
力
立
地
地
域
の
活
動
と
実
情

を
理
解
し
、
連
携
の
強
化
を
目
的
と
し
た

原
子
力
立
地
地
域
全
国
大
会(

一
般
社
団

法
人 

原
子
力
国
民
会
議
主
催)

が
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
市

町
村
の
首
長
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
や
原

子
力
関
連
事
業
者
等
が
出
席
し
、
当
町
か

ら
は
山
口
町
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
1
日
目
は
、
原
子
力
に
関
す
る
有

識
者
の
講
演
会
が
、
2
日
目
に
は
原
子
力

を
テ
ー
マ
と
し
た
討
論
会
等
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
テ
ー
マ
を
総
括
す
る
討
論
に
は
山
口

町
長
も
登
壇
し
、
ハ
ー
ト
フ
ル
対
話
を
通

じ
た
住
民
理
解
活
動
の
状
況
や
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
の
推
進
、
美
浜
発
電
所

1･

2
号
機
の
廃
炉
を
背
景
と
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

↑  全国立地市町村の首長･議長等が
　出席した記念大会

↑  総括討論で意見を述べる山口町長

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ

112

忘年会 ･新年会での
食品ロスを減らそう

　日本では、年間2,842万トンの食品廃棄物の中で、食品ロス(まだ食べら

れるのに捨てられている食品)として646万トン(※)が捨てられています。

　外食時には、特に多くの食品ロスが発生しています。今月号では、忘年会･

新年会シーズンの食品ロスを減らす取り組みについてお知らせします。

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
は
事
業
者

と
消
費
者
双
方
の
協
力
が
必
要

　

外
食
時
の
食
品
ロ
ス
は
大
き
く
分
け
る

と
『
客
に
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
仕
込
み
済

み
の
食
材
』
と
『
客
が
食
べ
残
し
た
料
理
』

の
2
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
者
側
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め

に
、
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
や
小
盛
り
等
、
食
べ

残
し
が
出
な
い
よ
う
に
量
を
調
整
し
た

メ
ニ
ュ
ー
や
持
ち
帰
り
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー

の
設
定
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
の
手
配
等

の
対
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
食
時
の
食
品
ロ
ス
の
約
6

割
が
客
の
食
べ
残
し
と
い
わ
れ
て
お
り
、

事
業
者
だ
け
で
な
く
消
費
者
も
食
品
ロ
ス

の
削
減
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
効
果
を
発

揮
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
食
品
ロ
ス
対
策
は
、

ほ
ん
の
一
部
で
す
。
今
後
も
自
分
に
で
き

る
対
策
を
少
し
ず
つ
で
も
実
践
し
、
食
品

ロ
ス
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
べ
き
れ
る
量
を
注
文
し
よ
う

　

外
食
時
に
お
け
る
食
べ
残
し
の
原
因
に

は
、
注
文
し
た
料
理
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
予

想
外
に
多
か
っ
た
り
、
食
べ
ら
れ
な
い
食

材
が
含
ま
れ
て
い
た
り
等
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。

　

注
文
時
に
、
量
が
調
整
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
頼
む
、
事
前
に
お
店
側
に
食
べ

ら
れ
な
い
物
を
伝
え
る
等
、
自
分
の
食
べ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村
）

☎
32
‐
６
７
０
３

ら
れ
る
量
や
食
材
を
考
え
て
注
文
し
ま

し
ょ
う
。

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
30･

10(

さ

ん
ま
る
い
ち
ま
る)

運
動

　

農
林
水
産
省
の｢

平
成
27
年
度
食
品
ロ

ス
統
計
調
査
報
告(

外
食
調
査)｣(

左
図)

に
よ
る
と
、
宴
会
で
は
、
普
段
の
外
食
と

比
べ
食
べ
残
し
量
の
割
合
が
と
て
も
高
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
宴
会
時
に
は
、
お

酒
を
つ
ぐ
た
め
に
席
を
離
れ
る
こ
と
で
、

料
理
に
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
が
で
き

て
し
ま
う
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

長
野
県
松
本
市
で
は
、
宴
会
等
で
の
食

べ
残
し
を
削
減
す
る
た
め
、
平
成
23
年
か

ら｢

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
30･

10
運
動｣

を
始
め
て
い
ま
す
。
提
供
さ
れ
た
料
理
を

･

　 

乾
杯
後
30
分
間
は
席
を
立
た
ず
料
理

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

･

　 

お
開
き
前
10
分
間
は
自
分
の
席
に

戻
っ
て
、
再
度
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

宴
会
の
開
始
前
に
、
幹
事
側
が
運
動
の

実
践
に
つ
い
て
の
声
掛
け
を
し
、
食
べ
残

し
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

食堂 ･
レストラン

結婚披露宴 宴会

集
中
し
て
食
べ
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と

で
食
べ
残
し
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
取
り
組
む
内
容
と
し
て
は
次

の
2
つ
で
す
。

(※)国民1人当たりに換算すると、お茶碗約1杯分のご飯の量を毎日捨てていることになります。

食べ残し量の割合
15.0%

10.0%

5.0%

0.0%

3.6%

12.2% 14.2%

町では、県が進める｢おいしいふくい
食べきり運動｣を推進しています。

おいしいふくい食べきり運動 検 索

啓発キャラクター｢のっこさん｣



Mihama　Information

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

３２－３１１１

歴史文化館
給食センター

な び あ す

町立図書館(なびあす内)

はあとぴあ

３２－１２１２

３２－００８３
３９－１１１６き い ぱ す

３９－１３０１丹生診療所

３２－３２００

東部診療所 ３７－２９１１

４５－２３００

総合体育館

エコクル美方
子育て支援センター

３２－０１９２
若狭国吉城歴史資料館

３２－００５０
３２－００２７ 
３２－２１１１

税　 務　 課

住 民 環 境 課

福　 祉　 課

健康づくり課 

商 工 観 光 課

農 林 水 産 課

土 木 建 築 課

出　 納　 室

議 会 事 務 局

上 下 水 道 課

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

３２－６７００

３２－６７０１

教 育 政 策 課 ３２－６７０８

総　 務    課

企 画 政 策 課
美浜創生戦略課

３２－６７１５
エネルギー政策課

３２－６７１６

みはまブランド開拓課
３２－６７１４

生 涯 学 習 課 (なびあす内)
３２－１２１２
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

◆｢
み
ん
な
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス｣

12
月
12
日(

水)
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

● 

日 
時

● 

会 

場

は
あ
と
ぴ
あ

● 

対 

象

在
宅
児
と
保
護
者

● 

内 

容

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
楽
し
く
集
い
ま
し
ょ
う
。

● 

定 

員

子
ど
も
60
人(

先
着)

※
町
内
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

● 

申
込
期
間

　

11
月
19
日(

月)

〜
12
月
4
日(

火)

※ 

電
話
ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当･

河
村)

☎
32
‐
０
１
９
２

情
報
公
開･

個
人
情
報
保
護
運
用

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課(

担
当･

森
下
）

☎
32
‐
６
７
０
０

● 

情
報
公
開
制
度

　

全
部
公
開　

7
件

　

非
公
開　
　

3
件

　

町
で
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た

行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
文
書
の
公

開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
し
、
町
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す
る
た

め
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
自
己
の

個
人
情
報
の
開
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
運
用
実
施
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

● 

個
人
情
報
保
護
制
度

　

開
示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

雪に備える週間

※お問い合わせ先　町土木建築課（担当･増田）☎32‐6707

冬の備えは大丈夫ですか？

12月1日から7日は、

　快適な冬は一人ひとりの協力から。

　冬を迎えるにあたってのルールやマナーに

ついて、みんなで話し合い、協力して雪対策

を進めましょう。

です！

　

10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
8
回
美
浜

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
政
策
課(
担
当･

浜
野)

☎
32
‐
６
７
０
８

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
議
案
第
27
号

　

教
育
委
員
の
職
務
分
担
に
つ
い
て

▼
議
案
第
28
号

　

区
域
外
就
学
に
つ
い
て

▼
議
案
第
31
号

　

美
浜
町
特
定
教
育･

保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
保
育
料
等
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

に
つ
い
て

▼
議
案
第
30
号

　

就
学
す
べ
き
学
校
指
定
変
更
に
つ
い
て

▼
議
案
第
29
号

　

区
域
外
就
学
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
県
民
の
消
費
者
行
政
に
対
す

る
意
見
や
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

● 

内 

容

　

消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
回
答
や
研
修
会
等
へ
の
参
加
、
食
品
表

示
の
実
態
調
査
等

● 

募
集
人
員　

2
人

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

津
原)

☎
32
‐
６
７
０
３

平
成
31
年
度
福
井
県
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

● 

応
募
資
格

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
消
費

者
問
題
及
び
物
価
問
題
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
方

● 

募
集
締
切　

平
成
31
年
1
月
18
日(

金)

● 

申
込
方
法

　

町
総
務
課
で
交
付
す
る
試
験
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
総
務
課
に
提
出

● 

試
験

・
日
時　

12
月
16
日(

日)

午
前
8
時
30
分
〜

・
会
場　

美
浜
町
役
場

・
内
容　

教
養
試
験･

適
性
検
査･

口
述
試
験

● 

受
付
期
間

　

11
月
19
日(

月)

〜
12
月
3
日(

月)

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　

※
土
曜
日･

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

● 

最
終
合
格
者
発
表　

12
月
下
旬

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
総
務
課(

担
当･

片
山)☎

32
‐
６
７
０
０

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.tow

n
.m
ih
am
a.fu
ku
i.jp

・
管
理
栄
養
士　

1
名

・
保
育
士　
　
　

若
干
名

● 

採
用
予
定
数

● 

受
験
資
格

▽
保
育
士

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者(

※)

で
、
昭

和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

(

学
歴
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん)

▽
管
理
栄
養
士

　

管
理
栄
養
士
資
格
を
有
す
る
者(

※)

で
、
昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者(

学
歴
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん)

(

※)

　 

平
成
31
年
3
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

者
を
含
む
。

平
成
31
年
4
月
採
用
予
定
の
美
浜
町

職
員
を
募
集(

追
加
募
集)

し
ま
す

し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
申
込
書
は
、
郵
便

で
請
求
で
き
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※お問い合わせ先　町総務課(担当･山口) ☎32‐6700

電気自動車急速充電器を
設置しました

　町では、電気自動車の普及促進による二酸化炭素排出量削減

や充電インフラの充実、庁舎の多機能化等を図るため、次のとお

り、町役場来庁者駐車場に電気自動車急速充電器を設置しました。

　ぜひご利用ください。

■ 設置場所 町役場来庁者駐車場内 ( 金安線側 )

■ 利用時間 24 時間年中無休

■ 利用料金 有料 ( 現金は利用できません )

■ 利用できる充電カード
･ 日産 ZESP カード /ZESP2
･ 三菱自動車 電動車両サポート
･ JTB おでかけ Card プレミア
･ トヨタ PHV 充電サポート
･ NCS 急速 ･ 普通併用
･ NCS 急速充電器用
･ BMW ChargeNow 急速 ･ 普通併用
･ Ene-shop

※ 詳しい利用方法は、充電器に貼付してある操作方
法か町ホームページをご覧ください。

■ 利用上の注意

･ 充電時間は、1 回につき最長 30 分までです。
･ 次の利用者のため、充電後は速やかに車両を
　移動してください。
･ 急速充電器に対応していない車種があります
　のでご注意ください。

URL
http://www.town.mihama.fukui.jp/

www/service/detail.jsp?id=5298

美浜町は、地球温暖化対策のための
｢COOL CHOICE(= 賢い選択 )｣ に賛同
しています。
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募集人数 男女ともそれぞれ 3人～5人

所 在 地
( 最寄駅は京王線･井の頭線の｢明大前｣駅 )
東京都世田谷区松原 2‐34‐6

※詳しくは、当学舎へお問い合わせいただくか、
　ホームページをご覧ください。

学生会館 講正学舎 検 索

※お問い合わせ先
　公益財団法人雲浜奨学会 ･講正学舎
　☎ 03‐3327‐7800(fax も同番 )
　　  unpin-gakusya@clock.ocn.ne.jp

　講正学舎は、東京近辺の大学に進学する福井県
出身の学生を対象とした学生専用マンション ( ワ
ンルーム型 ) です。平成 31年 4月からの新入舎
生 (男女 ) を募集します。

▶東京近辺の大学に
　　進学する皆さんへ

講正学舎の
入舎生を募集します

http://www.unpin.jp/

その他 入舎生対象の給付型奨学金(月額2万円)

があります

12月16日(日) 午前10時～午後2時

美浜駅前･美浜町観光センター ・クリスマスリース作り

・花苗プレゼント

・各種出店　(大判焼き、焼き芋等)※お問い合わせ先
　ほしまつり実行委員会 加茂  ☎32‐0239

　ほしまつり実行委員会では、美浜駅前の活性化のため、町内の
まちづくりグループと協働で｢ほしまつり」を開催します。
　皆さん、ぜひ遊びに来てください。

日時
内容

会場

『コラボ★ほしまつり』を開催します！

クリスマスリース作り

・音楽ライブ

・大抽選会 等

固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課(

担
当･

浅
妻)☎

32
‐
６
７
０
２

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地･

家
屋
の
ほ
か

に
、
償
却
資
産(

事
業
用
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
機
械
、
器
具
、
備
品
等)

が
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ

い
て
、
そ
の
年
の
1
月
末
日
ま
で
に
税
務

課
へ
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

年末年始のごみ収集 ･ 受け入れのお知らせ

※お問い合わせ先　町住民環境課 ( 担当・藤村 ) ☎ 32-6703 ／エコクル美方　☎ 45-2300

収　　集 エコクル美方への持ち込み
可燃ごみ･

生ごみ
ペットボトル･

白色トレイ 不燃･びん等 古紙等 可燃ごみ･
生ごみ

不燃･粗大･カン･
びん･古紙等

12月28日(金) ○ × ○ × ○ ○

12月29日(土) × × × × ○(8:30～12:00) ×

12月30日(日) × × × × ○(8:30～12:00) ×

12月31日(月) × × × × × ×

  1月  1日(火) × × × × × ×

  1月  2日(水) × × 振替収集(※1) × × ×

  1月  3日(木) ○ × 振替収集(※2) 振替収集(※3) × ×

  1月  4日(金) ○ ○ × × ○ ○

｢不燃･びん等･古紙等｣の振替収集について
1月2日、3日の｢不燃･びん等｣、｢古紙等｣の収集は、別日に振り替えて行います。詳細は次のとおりです。

(※1)　振替収集日：1月16日(水)　地区：早瀬･笹田･日向･気山･大藪･久保･松原･久々子･河原市･和田･木野･栄
(※2)　振替収集日：1月17日(木)　地区：金山･郷市･矢筈･南市

(※3)　振替収集日：1月17日(木)　地区： 和田･木野･佐柿･麻生･中寺･宮代･小三ヶ･新庄･野口･佐野･上野･　
興道寺･雲谷･小倉

※不燃･カンの収集日に、びん等を収集します

　

人
権
週
間
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

中
で
、他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
、

ま
た
、
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

か
を
改
め
て
考
え
る
期
間
で
す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
て
差
別
意
識
の
解
消
と

暴
力
の
な
い
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

 

啓
発
活
動
重
点
目
標

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課
（
担
当
・
馬
野
）

☎
32
‐
６
７
０
３

　

町
生
涯
学
習
課
（
担
当
・
一
瀬
）

☎
32
‐
１
２
１
２

　

 

期
間
中
の
取
り
組
み

12
月
4
日
か
ら
12
月
10
日
は

人
権
週
間
で
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度(

林
退
共)

の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金
共
済

　

機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ

り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
方
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し

た
心
当
た
り
が
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
最

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税(

家
屋)

に

関
す
る
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課(

担
当･

浅
妻･

山
口)

☎
32
‐
６
７
０
２

　

家
屋
が
完
成
し
た
後
、
担
当
者
が
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■ 

家
屋
を
新
築･

増
築
し
た
と
き
は

■ 

家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き
は

■ 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　

改
装
等
に
よ
り｢

店
舗
を
住
宅
に｣

や

｢

住
宅
を
事
務
所
に｣

の
よ
う
に
家
屋
の

用
途
を
変
更
し
た
場
合
は
、
調
査
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

用
途
変
更
に
よ
り
、
住
宅
用
地
の
特
例

の
適
用･

不
適
用
が
発
生
し
、
土
地
の

固
定
資
産
税
額
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

12
月
31
日
ま
で
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
、
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

担
当
者
が
現
地
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
世
界
人
権
宣
言
70
周
年
》

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心
〜

②
町
内
に
お
け
る
街
頭
啓
発
活
動

12
月
4
日(

火)

午
前
9
時
〜

● 

日 

時

● 

内 

容

　

人
権
擁
護
委
員
や
人
権
尊
重
啓
発
協
議

会
員
が
3
班
に
分
か
れ
て
、
町
内
の
商
店
や

事
業
所
等
を
訪
れ
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

● 

日
時･

会
場

･

　

12
月
4
日(

火)

午
後
1
時
〜
3
時

　

は
あ
と
ぴ
あ

･ 

12
月
6
日(

木)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

福
井
地
方
法
務
局 

敦
賀
支
局

(

敦
賀
市
松
栄
町
7
‐
28)

● 

相
談
料

無
料

③ 

人
権
の
つ
ど
い(

美
浜
町
人
権
尊
重
啓

発
協
議
会
主
催)

を
開
催

12
月
8
日(

土)

午
後
1
時
30
分
〜

● 

日 

時

● 

会 

場

な
び
あ
す

● 

対 

象

ど
な
た
で
も

● 

内 

容

● 

費 

用

無
料(

整
理
券
が
必
要)

● 

そ
の
他

　

人
権
の
つ
ど
い
の
受
付
時
に
、
人
権
啓

発
物
品
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

辻
井 

い
つ
子 

氏
(

ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
氏
の
母)

｢
子
ど
も
の
才
能
の
見
つ
け
方･

伸
ば

し
方
〜
明
る
く
、
楽
し
く
、
あ
き
ら
め

な
い
〜｣

▼
講
演

▼
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

ｙ
よ

っ

こ

ｏ
ｋ
ｋ
ｏ 

氏

(

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー)

｢sign
! sin

g!! sm
ile!!!

 

手
話
と
歌
で
笑
顔
に
な
ろ
う｣
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12
月
21
日(

金)
午
後
2
時
〜
3
時

● 

日 

時

● 

会 

場

な
び
あ
す

● 

対 

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

内 

容

　

敦
賀
温
泉
病
院
と
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

　

個
別
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

定 

員

2
人

● 

費 

用

無
料

● 

そ
の
他

　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

藤
木)

☎
32
‐
６
７
０
４

物
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

● 

内 

容

　

福
井
大
学
留
学
生
の
方
々
と
、
英
語
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
会
話
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
行
い
ま
す
。

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

が
開
催
さ
れ
ま
す

12
月
2
日(

日)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

　

(

敦
賀
市
神
楽
町
2
丁
目
2
‐
4 

ア
ク
ア
ト
ム
2
階)

● 

対 

象

　

中
学
生
以
上
で
、
簡
単
な
日
常
会
話

程
度
の
英
語
が
理
解
で
き
る
方

● 

定 

員

20
人(

要
申
込･

先
着
順)

● 

費 

用

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
３
４
５
５

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
３
４
５
５

 

お
ち
ゃ
っ
と
サ
ロ
ン｢

ア
メ
リ
カ｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

12
月
6
日(

木)

午
後
6
時
〜
7
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

● 

ゲ
ス
ト

･Z

ゾ

ー

イ

o
e A

ア

リ

ス

lice W

ウ

ィ

ン

バ

ー

ン

in
b
u
rn
 

氏

(

福
井
県
国
際
交
流
員 

ア
メ
リ
カ
出
身)

● 

内 

容

　

福
井
県
国
際
交
流
員
の
ゾ
ー
イ
氏
か
ら

ア
メ
リ
カ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
話

を
聞
い
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ナ
ッ
ク
の

試
食
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

● 

定 

員

20
人(

要
申
込･

先
着
順)

● 

費 

用

無
料

● 

対 

象

ど
な
た
で
も

現地探訪

※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027

※事前に町歴史文化館まで申し込みをお願いします。

みはま
“郷育プログラム”

関連講座

日時 12 月 15 日 ( 土 ) 午前 8 時 30 ～午後 1 時

講師 白井 忠雄 氏 ( 高島市歴史民俗資料館 学芸員 )

内容 ｢ みはまの古墳を見る ｣ シリーズの 4
回目。高島市 ( 旧マキノ町 ) の古墳群
と製鉄遺跡を探訪します。(少雨決行)定員 25 人

みはまの古墳を見るⅣ ( マキノ古墳群、古代製鉄遺跡 )

みはま土曜歴文講座

｢ みはまの古墳を見る ｣ シリーズの 4

受講料

無 料
※展示室への入室には
　入館料が必要です

※お問い合わせ先　きいぱす(担当･秋山) ☎39‐1116

※事前にきいぱすまで申し込みをお願いします。

日時 12月16日( 日 ) 午前10 時～11時30分

会場 きいぱす　昔体験農家 内容 杵と臼を使った昔ながらの餅つき体験を
行います。

定員 20 人

きいぱす企画講座
もちつき体験

対象 どなたでも

12
月
16
日(

日)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

● 

定 

員

80
人

● 

費 

用

無
料

● 

そ
の
他

　

当
日
は
資
料
館
へ
の
入
館
料
も
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館(

担
当･

大
野)

☎
32
‐
０
０
５
０

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館 

国
有
形
文
化
財
登
録

記
念
イ
ベ
ン
ト

｢

若
狭
国
吉
城
冬
の
陣｣

を
開
催
し
ま
す

● 

内 

容

▼
民
話
朗
読
会

　

民
話(｢

国
吉
城
籠
城
記｣

や｢

機
織
り

の
池｣)

を
、
福
井
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

坂
本
優
太
氏
が
朗
読
し
ま
す
。

▼
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

つ
る
が
ー
る(

上
野
説
子
氏
、
中
田
圭

依
氏)

の
皆
さ
ん
に
よ
る
わ
ら
べ
歌
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

受講料

無 料
※入館料は別途

必要です

～エネルギーで昔の生活を
楽しむシリーズ～

体験

※お問い合わせ先　町福祉課　高齢者支援センター(担当･藤木) ☎32‐6704

フレイルサポーターを募集します
　フレイルとは、年を取って心身の活力 ( 筋力、認知機能、

社会とのつながり等)が低下した状態のことです。多くの人が、

健康な状態からフレイルの段階を経て、要介護状態に陥ると

考えられています。

　町では、フレイルの早期発見 ･ 抑制のため、次のとおりフ

レイルサポーターを募集します。

■ 募集期間

11月19日 ( 月 ) ～12月10日 ( 月 )

■ 活動内容

･ フレイルチェックのための各種計測と補助

･ フレイル予防の普及 ･ 啓発

■ 応募要件

　フレイルサポーターになるには、養成講座 (2 日

間 ) の受講が必要です。詳しくは、町福祉課までお

問い合わせください。

《フレイルサポーター養成講座》

● 1 日目

日時：12 月 12 日 ( 水 ) 午後 2 時～ 4 時

会場：はあとぴあ

内容：フレイルについての基礎知識

● 2 日目

日時：12 月 19 日 ( 水 ) 午後 2 時～ 4 時

会場：はあとぴあ

内容：実測練習

出典：フレイル予防ハンドブック

● 

参
加
費

無
料

｢

探
そ
っ
サ
！
仕
事
発
見
セ
ミ
ナ
ー｣

及
び｢

わ
か
も
の
就
職
応
援
面
接

会
in
ふ
く
い｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

● 

開
催
日

12
月
9
日(

日)

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
労
働
局 

職
業
安
定
課

☎
０
７
７
６
‐
26
‐
８
６
０
９

● 

会 

場

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス･

プ
ラ
ザ 

大
ホ
ー
ル

　

(

福
井
市
田
原
1
‐
13
‐
6)

● 

内
容･

時
間

※ 

入
場
無
料･

申
込
不
要
で
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
探
そ
っ
サ
！
仕
事
発
見
セ
ミ
ナ
ー

｢

福
井
が
生
ん
だ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
界
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー 

中
垣
内
祐
一
が
語

る
仕
事
の
流
儀｣

午
前
10
時
〜
11
時
30
分(

9
時
30
分
開
場)

※ 

平
成
31
年
3
月
新
規
大
学
等
卒
業
予
定

者
、
3
年
以
内
既
卒
者
、
概
ね
35
歳
未

満
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▼
わ
か
も
の
就
職
応
援
面
接
会
in
ふ
く
い

午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

※ 

県
内
優
良
企
業
30
社
が
参
加
し
ま
す
。
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まちの話題をお知らせします

第2回 美
うま

しみはま虹
にじいろしょく

彩食料理講習会
健やかに次の季節を迎えるために

↓グループで協力して料理する参加者

　10 月 24 日に、美しみはま虹彩食料理講習会がはあとぴあ
で行われました。
　今回は、土用 ( 秋 ) の料理として、黒豆を用いた炊き込みご
飯やわらさのカレー風味揚げ等、全 7 品目を作りました。
　当日は、講師の新倉久美子氏 ( 株式会社東方健美研究所 ) に
よる指導のもと、調理実習と講義が行われ、参加者 22 人は健
康な食事について理解を深めていました。

↓料理には町内で栽培された野菜類も使用

興道寺廃寺をとりまく景色について学ぶ

↓フォーラムの講師陣による座談会

　11 月 3 日に、美浜町歴史フォーラムがはあとぴあ
で開催されました。
　今年度は、興道寺廃寺や各地の古代寺院の景観をテー
マに歴史学、建築学、歴史地理学、考古学の専門家によ
る講演と座談が行われ、活発な議論が展開されました。
　聴講者 51 人は、美浜町の古代文化に思いを馳せて
いました。

美浜町歴史フォーラム
動物たちと共に生きる

↓小動物と触れ合う参加者

　10 月 28 日に、福井県動物愛護フェスティバル
2018 がゆうあいひろばで開催されました。
　このイベントは、動物愛護に対する関心 ･ 理解を深め
るため、県と(公社)福井県獣医師会が開催したものです。
　会場では、動物との触れ合い体験やペットの名札作
り、動物クイズ等が行われ、来場者は普段触れないよ
うな動物との触れ合いを楽しんでいました。

動物愛護フェスティバル2018

自動車運転時の交通ルールやマナーを学ぶ

↓高齢者による事故について注意喚起する敦賀警察署交通課職員

　10 月 26 日から 11 月 1 日にかけて、敦賀交通安全
協会による運転者講習会が町内 4 ヶ所で行われました。
　講習会では、交通事故防止に関する DVD の視聴や、
敦賀警察署交通課による、交通安全についての講演が
ありました。
　参加者約 220 人は、講習をとおして交通安全に対
する意識を高めていました。

秋の地域運転者講習会
のろしで地域をつなぐ

↓国吉城址でのろしを上げる参加者たち

　滋賀県と福井県の城跡等をのろしでリレーするイベ
ントが 10 月 21 日に開催されました。
　のろしは午前 10 時に横山城跡 ( 滋賀県長浜市 ) を
スタート。10時32分に国吉城址からのろしが上がり、
次いで資料館横からのろしが上がりました。
　参加者 20 人は、のろし体験を通じて、地域の歴史
や文化について学んでいました。

古里をのろしでつなごう

認知症の方が住みやすい地域を目指して

↓地域住民の応援を受け、町役場を目指す参加者たち

　10 月 21 日に、福井 RUN 伴 IN 美浜が美浜駅から町
役場にかけて行われました。
　この取り組みは、地域住民と認知症の方、施設関係者
等がタスキをつなぎ喜びや達成感を共有することで、認
知症の方に対する理解促進を目的に行われたものです。
　ランナーは、約 80 人の方の応援を受けながら、町
役場までの道のりを歩いていました。

福井RUN伴
と も

IN美浜
新庄大谷原で芋掘り体験

↓たくさんのさつまいもを掘る園児と保護者

　10 月 20 日に、町内 3 保育園の園児と保護者による
芋掘り体験が新庄で行われました。
　この取り組みは、通常保育とは別に子どもの健やか
な成長を促すための特色ある保育を進めることを目的
に行われたものです。
　園児たちは、芋掘りをしたあと、新庄わいわい楽舎
の方が焼いた焼き芋を美味しそうに食べていました。

わくわくキッズプログラム
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貧血症状とその経過

鉄欠乏に至る原因

放 送 局

こやす か

※お問い合わせ先　
　子育て支援センター(担当･河村) ☎32‐0192

乳

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。

鉄欠乏性貧血

※お問い合わせ先
　東部診療所(村寄医師)　☎37‐2911

東部診療所　村寄医師

　赤血球は酸素を運ぶ重要な役割をしており、赤血球が少なくなることを貧血といいま
す。一番よくみられる貧血は、鉄分が不足することで起こる鉄欠乏性貧血で、日本男性で
は2％、妊娠可能な女性では25％の方がこのタイプの貧血であるともいわれています。

　貧血は、鉄から作られるヘモグロビンを測定する

ことで診断され、男性は13(g/dl)未満、女性は12未

満を一般的に貧血としています。ゆっくりと発症･進行

すると、自覚症状を感じずに経過する場合もあり注意

が必要です。ヘモグロビンが10未満の場合には積極

的な加療が必要ですが、放置して8未満となった場合

には輸血の実施、6未満となるようでは心不全を発症

する危険を伴うので、絶対安静の入院治療を行う必

要性もあり、貧血の放置は絶対にいけません。

特定不妊治療にかかる
費用の一部を助成します

　町では、12 月 1 日に追加で総合健診を実施します。まだ健診を受けていない方は、この機
会に自分の対象となる健診を受診しましょう。受診の際は、事前に健康づくり課までお申し込
みください。

総合健診を追加で実施します！

※お問い合わせ先 
　町健康づくり課 ( 担当 ･ 中西 ) 

☎ 32‐6713

幼児期は、身体発育が著しく活動量も増加
するため、エネルギー源となる｢炭水化物｣

子どもの食事に関する
相談会

や、体の土台となる｢たんぱく質｣等の栄養素を、
バランスよく必要量とることが大切です。また、
食生活の基礎ができる時期のため、味付けや食べ
方にも気を使う必要があります。
　しかし、この時期の子どもは、偏食(今まで食べ
ていたものを食べない、特定のものしか食べない
等)や遊び食べ、噛まずに飲み込む等の行動が見ら
れ、食事について悩むことも多いと思います。
　子育て支援センターでは、毎月１回(※)、町の
すこやか食育専門員の森本弘子栄養士による、食
事に関する何でも相談会を実施しています。食事
での困りごとや不安の解決に向けて、一緒にお話
ししませんか。なお、日々の開放時は、センター
の保健師が相談に応じます。

　また、センターでは、持参したお弁当をランチ
ルームで食べられます。普段と違う場所で食事を
することで気分転換になったり、友達が食べる姿
を見たりして、苦手なものを食べてみようとする
子どももいます。
　毎日の食事だからこそ、あまり深刻になりすぎ
ず、周りの大人がおいしそうに食べる姿を見せた
り、苦手なものが食べられた時にはいっぱいほめ
たりすることで、｢食事は楽しい時間｣と子どもが
感じられるようにしましょう。

(※) 相談会の日時は、｢子育てわくわくカレンダー｣で確認して
いただくか、子育て支援センターに直接または電話でお尋
ねください。

　約80％は、月経や痔等による出血といった日常生

活での鉄分喪失です。しかし同じ喪失でも胃癌
が ん

や大腸

癌
が ん

、急性胃潰瘍といった消化管からの出血は非常に

怖い原因です。自分の便が炭のように黒い場合には

必ず貧血の検査を受ける必要があります。一方、偏食

による鉄の摂取不足や、胃の手術をした経験のある

方等にみられる鉄の吸収不足も原因となります。

　該当する方は、定期的な血液検査での貧血チェック

が重要だと認識しましょう。

　貧血は、体が酸欠になり次のような症状が出ます。

①　 全身のだるさやめまい、疲労感、頭痛等のよう

に持続する症状

②　 動悸や息切れ等のように動いた時に感じる症状

③　 蒼白な顔色、爪の変形（スプーンのように変形）

等のような体の見た目の変化

④　 好き好んで氷を食べる（異食症;小児に多い）等

のような日常生活習慣の変化

日程 会場 受付時間 健診 肝炎
検査

がん検診
備考

肺 胃 大腸 子宮 乳

12 月 1 日
( 土 )

はあとぴあ
8:30  ～ 10:00 ●

( ※ ) ●

13:00  ～ 13:50 ● ● ● ● ● ●

　町では、少子化対策の一環として特定不妊治療費助

成事業を実施しています。なお、不妊検査や一般不妊

治療に関する助成については、平成 30 年度から県の

助成を受けられることとなったため、町では特定不妊

治療に特化し助成します。

　特定不妊治療が終了した日の属する年度内に、下記

の書類を添えて町健康づくり課まで申請してください。

※申請の際は印鑑と振込先の通帳を持参ください。

特定不妊治療終了

医療機関に ｢ 指定医療機関受診等証明書 ｣ の
作成を依頼

県 ( 二州健康福祉センター ) への申請
※該当しない方もいます

県の助成承認決定通知書を受領

町への申請

町の交付決定通知書を受領

助成金の振込

･ 体外受精及び顕微授精 ( 凍結胚移植を含む )

･ 保険適用外の精巣内精子採取術
　( 　 上記の治療の一環として行なった場合に限る )

■ 対象となる治療

年度につき 1 夫婦 30 万円まで。
※上限額に達するまでは何度でも申請可

■ 助成限度額

※胃がん検診は完全予約制となります。受付時間内の希望の時間をお知らせください。

■ 申請手続き

① 美浜町特定不妊治療費助成金交付申請書

② 指定医療機関受診等証明書　　※医療機関が作成

③  福井県特定不妊治療費助成承認決定通知書の写し
　 ( 県の助成制度を利用した場合 )

⑥ 納税証明書 ( 夫と妻の分 )

⑤ 住民票または登録原票記載事項証明書

④ 特定不妊治療費の領収書及び明細書 ( 原本 )

■ 申請の流れ

※ 交付申請書や受診等証明書の様式は、町ホームページで
ダウンロードできます。

URL：http://www.town.mihama.fukui.jp/www/service/detail.jsp?id=4414

　町では、12 月 1 日に追加で総合健診を実施します。まだ健診を受けていない方は、この機
会に自分の対象となる健診を受診しましょう。受診の際は、事前に健康づくり課までお申し込
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ふるさと昔
よもやま話

対
岸
の
部
落
の
灯
火
波
の
上
並
び
て
映
る
夕
暮
れ
の
時

ぐ
っ
す
り
と
眠
り
し
朝
の
清
し
さ
は
障
子
を
染
む
る
朝
陽
の
あ
か
り

一
隅
の
あ
か
り
求
め
て
宮
参
る
健
康
寿
命
神
に
祈
り
て

百さ
る
す
べ
り

日
花
ピ
ン
ク
の
か
た
ま
り
ふ
ん
わ
り
と
風
に
ゆ
ら
れ
て
あ
か
り
に
も
見
ゆ

灯
り
つ
け
太
鼓
囲
ん
で
二
重
三
重
踊
り
明
か
し
た
か
の
日
な
つ
か
し

部
活
し
て
小
暗
き
道
を
帰
る
さ
に
木
の
間
隠
れ
の
灯
り
も
う
れ
し

田
植
え
終
え
水
の
管
理
は
夜
遅
く
月
の
灯
り
が
田
面
を
て
ら
す

仏
壇
の
灯
り
を
つ
け
て
手
を
合
わ
す
出
来
て
う
れ
し
く
明
日
に
つ
な
げ
よ

夕
も
や
を
の
ぞ
け
ば
遠
く
町
灯
り
へ
だ
て
る
海
の
お
だ
や
か
き
こ
と

盆
と
な
り
あ
か
り
を
つ
け
て
迎
え
火
の
仏
の
供
養
家
族
と
拝
す

日
も
暮
れ
て
灯
籠
の
あ
か
り
ゆ
ら
ゆ
ら
と
波
に
映
り
て
黄よ

み泉
へ
と
帰
る

山
里
に
あ
か
り
灯
り
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
温
も
り
生く
ら
し活
を
思
ふ

真
夜
中
に
満
天
の
星
見
上
ぐ
れ
ば
ひ
と
き
わ
赤
く
か
が
や
く
火
星

拉
致
さ
れ
し
吾あ

こ子
の
帰
り
を
待
つ
親
に
い
ま
だ
あ
か
り
の
見
え
ぬ
は
悲
し

10/1～10/31 受付分
（敬称略）慶弔慶弔

(80)
◎ご誕生

氏　名 住 所 年齢 届出人

牧 田 政 幸 小 倉 75 牧　田　キン子

橋　本　惠美子 久々子 90 橋　本　八十男

小 山 　 彰 郷 市 76 小　山　惠美子

戸 田 孝 子 上 野 91 上 村 千 里

馬 野 一 司 野 口 78 馬 野 忠 和

北　村　　津子 太 田 79 道 下 　 匠

福 嶋 久 子 郷 市 97 福　嶋　美智子

中 川 晴 夫 佐 田 66 中　川　万知子

秋　山　きよ惠 久々子 66 秋 山 　 弘

山　瀬　シズエ 丹 生 93 山 瀬 健 一

奥 村 道 子 日 向 80 奥 村 智 和

川 畑 一 雄 佐 田 89 川 畑 純 一

三 好 金 造 郷 市 85 河 畑 幸 子

川 藤 照 子 久々子 93 川　藤　龍之輔

◎おくやみ

パズル面にある漢字群を７つの四字熟語
に分割してください。うまく分割できる
と２つの漢字があまります。それを並び
替え、美浜町の地区・場所・行事の名称
をつくってください。

四文字熟語ブロック分割

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

例

懲

 ● 応募方法
　はがきに、答えと住所、氏名(感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはまハートフル
クイズ」係（〒919-1192美浜町郷市
25‐25）まで送ってください。

　
　締め切りは、12月10日(月)(消印有効)で
す。正解者の中から抽選で5人の方に記念品
をお送りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

●11月号の答え　佐柿
●応募者総数は22人で全員正解でした。当選
の発表は、記念品の発送をもってかえさせてい
ただきます。

徹

然

雲

善

筈

豪 激

絢

散

爛

尾

悪勧

理 竜 頭

矢徹

路整

華

感 謝

消

感

頭

霧

蛇

尾

　（ 2歳10ヶ月 )ちゃん

　七五三で近くの神社までお参り
してきたよ♪おめかししてもらっ
て、とっても嬉しかったんだ～！
　おままごと、だぁーいすき♡
毎日、妹と夢中になって遊んでい
ます^ ^
　春から保育園楽しみだね☆

芽
め ゆ

優

石丸　翔一 さん ･ 優紀子 さん
　　　　　　 (山上)の長女　

↑ 今回、作成した木簡の複製品
　(原品･奈良文化財研究所所蔵)

まちびと まちびと 

歴文おもしろ展示品 (8)　
平城京出土の ｢弥美郷 ｣木簡の

複製品が完成。

亀
谷　

茂
（
早　

瀬
）

岸
本　

和
子
（
松　

原
）

森
田　

岩
太
（
佐　

野
）

小
林　

房
子
（
新　

庄
）

山
本　

善
昭
（
竹　

波
）

松
下　

幸
子
（
久
々
子
）

成
田　

和
夫
（
中　

寺
）

髙
木　

志
津
代
（
新　

庄
）

田
波　

耕
（
竹　

波
）

髙
木　

ト
ヨ
子
（
新　

庄
）

髙
木　

勝
美
（
新　

庄
）

川
﨑　

和
美
（
久
々
子
）

髙
木　

か
な
め
（
新　

庄
）

三
宅　

宏
（
大　

藪
）

短　

歌
美
浜
町
短
歌
協
会
詠
草
展
示
作
品

｢

題
詠　

あ
か
り｣

　文化祭の｢鯖～ソニック｣に｢the 

cultures｣として出演された

＊文化祭に出演された感想を教えてください。
　｢the cultures｣は、その名のとおり文化祭をきっかけに結成
されたグループです。2回目の出演となる今回も、なびあすの立
派なステージで楽しく演奏できました。

＊町民の皆さんに一言お願いします。
　毎月、第3土曜日の午後7時30分から、はあとぴあでホーム
タウンライブを開催しています。僕たちも出演しているので、
ぜひ、見に来てください！

　

歴
史
文
化
館
で
は
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
ご
協
力
の
も
と
、木
簡
の
複

製
品(

レ
プ
リ
カ)

作
成
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

木
簡
と
は
、古
代
の
東
ア
ジ
ア
で
、

墨
で
文
字
を
書
く
た
め
に
使
わ
れ
た

短
冊
状
の
細
長
い
木
の
板
の
こ
と
で

す
。文
字
の
部
分
を
小
刀
で
削
れ
ば

何
度
も
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、日
本
で
も
宮
都
を
中
心
に
重
用

さ
れ
ま
し
た
。文
字
の
練
習
に
使
わ

れ
た
木
簡
等
も
あ
り
ま
す
が
、多
く

は
各
地
の
国
府
や
郡
家
等
で
作
成
さ

れ
た
文
書
や
、都
に
納
め
る
た
め
の

米
や
産
物
等
に
取
り
付
け
た
荷
札
と

し
て
運
ば
れ
た
た
め
、7
〜
8
世
紀

の
都
の
遺
跡
か
ら
た
く
さ
ん
発
掘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

租
税
の
一
つ
と
し
て
、若
狭
か
ら
都

に
納
め
ら
れ
た
産
物
の
ほ
と
ん
ど
は

塩
で
、10
世
紀
編
纂
の『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
』に

も
日
本
海
側
唯
一
の
塩
貢
納
国
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、藤

原
京
や
平
城
京
か
ら
見
つ
か
っ
た
、若

狭
か
ら
運
ば
れ
た
木
簡
50
点
ほ
ど
の

多
く
に
は
、若
狭
の
地
名
や
納
め
た
人

名
と
と
も
に｢

塩
三
斗｣

の
文
字
が
見

え
る
の
で
、塩
の
貢
納
は
こ
の
時
期
ま

で
遡
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、当
地
を
代
表
す
る
木
簡

の
一
例
と
し
て
、上
下
に
抉え

ぐ

り
が
あ
る

木
簡(
写
真･

右)

と
、先
端
が
尖
っ
た

木
簡(

写
真･
左)

、そ
れ
ぞ
れ
に｢

三

方
郡
弥
美
郷
中
村
里 

別
君
大う

し人 

三

斗｣

と
書
か
れ
た
、弥
美
郷
の
住
人
、

別
氏
の
納
税
記
録
の
木
簡
2
点
が
平

城
宮
内
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。尖
っ

た
木
簡
は
塩
に
差
し
、上
下
に
抉
れ

た
木
簡
は
、塩
を
収
め
た
籠
の
外
側

等
に
括
り
付
け
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、文
字
記
載
の
形
式
や
木
簡
と
一
緒

に
見
つ
か
っ
た
土
器
の
年
代
か
ら
西

暦
７
４
０
年
代
に
都
で
廃
棄
さ
れ
た

木
簡
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

複
製
品
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、奈

良
文
化
財
研
究
所
で
木
簡
等
を
保
存

し
、調
査
研
究
す
る
先
生
の
指
導･

立

ち
合
い
の
も
と
、専
門
業
者
の
手
で

約
半
年
か
け
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

赤
外
線
カ
メ
ラ
等
を
使
用
し
、
一
文

字
、一
文
字
、漢
字
の
と
め･

は
ね･

は
ら
い
を
確
認
す
る
作
業
や
、
実
物

の
木
簡
を
前
に
見
な
が
ら
、
形
や
加

工
痕
等
に
注
意
し
、
小
刀
で
一
日

ず
っ
と
削
り
、
形
を
作
る
作
業
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、複
製
品
の
作
成
を
通
じ
て

新
し
い
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。例
え

ば
、そ
れ
ぞ
れ
の
木
簡
で
墨
の
濃
淡

が
違
い
、右
側
の
木
簡
で
は｢

別
君
大

人｣

ま
で
一
気
に
書
き
上
げ
、｢

三
斗｣

は
墨
を
付
け
直
し
て
書
き
足
し
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、右
側
の
木

簡
の｢

弥
美
郷｣

の
美
の
文
字
が
、よ

く
見
る
と
横
画
が
1
画
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。複
製
品
は
、こ
れ
ら
の
発
見

も
十
分
に
反
映
さ
れ
、か
な
り
精
度

の
高
い
も
の
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

12
月
か
ら
歴
史
文
化
館
の
常
設
展

に
お
目
見
え
で
す
。ぜ
ひ
本
物
の
木
簡

の
写
真
と
見
比
べ
な
が
ら
、弥
美
郷

住
人
の
筆
遣
い
を
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

（
美
浜
町
歴
史
文
化
館)

氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

 (上　岡)  健　史　＆　(吉　野)　友　恵　 佐　田

 (石　谷)  　　渉　＆　(川　藤)　美　香　 久々子

 (小　堀)  将　宏　＆　(小　柳)　愛　美　 山　上

◎ご結婚

氏　名 性別 父・母 住　所

吉 田 一 翔 男 有毅・友里 久々子

秋 山 歓 太 男 啓太・史織 佐 野

佐 竹 　 葵 女 宗和・望　 麻 生

加 藤 　 匠 男 　雅之・いづみ 河原市

い　ち　と

か　ん　た

　　　あおい

　　　たくみ

＊今後の目標を教えてください。
　若い世代の人が自分たちを見て、バンドをやるきっかけとなれ
るよう、これからも活動を続けていきたいと思っています。

小川  達
た つ や

矢　さん
( 早瀬 )

[写真右]

( 興道寺 )
西野  泰

や す あ き

昭　さん
[写真左]
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

年
末
年
始
の

ご
み
収
集･

受
入
れ
は
、

14
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、11月 15日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

※納付は口座振替が便利です。12月の納税 [納期限 12/25（火）]

町県民税 (3期 )･国民健康保険税 (6期 )

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

平成 30年12月

15（土）

16（日）

14（金）

13（木）

12（水）

11（火）

10（月）
9（日）

8（土）
7（金）

6（木）

5（水）

4（火）

3（月）

27（木）

26（水）
25（火）

24（月）

23（日）

21（金）

22（土）

20（木）

19（水）

18（火）

17（月）
1（土）

2（日）

28（金)

29（土)
30（日)
31（月）

　

朝
晩
の
寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。今
年
も
あ
と
1
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、健
康
に
気
を
付
け
て
取
材
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、東
京
美
浜
会
が
30
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
と
関
西
美
浜
会
は
、そ
れ
ぞ
れ

首
都
圏
と
関
西
圏
に
お
住
い
の
方
で
構
成
さ

れ
て
い
る
会
で
、加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
中
に

は
、皆
さ
ん
の
親
族
や
友
人
も
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
の
広
報
み
は
ま
を

お
届
け
し
て
お
り
、ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
ハ

ー
ト
フ
ル
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
お
便
り
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
み
は
ま
を
と
お
し
て
美

浜
町
の
出
来
事
や
話
題
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｐ
）

▽
表
紙
の
写
真

　

11
月
10
・
11
日
に
開
催
さ
れ
た「
み
は
ま
ナ

ビ
フ
ェ
ス
２
０
１
８
産
業
部
門
」で
の
み
は
ま

餅
っ
こ
隊
に
よ
る
餅
つ
き
の
様
子
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、み
は
ま
餅
っ
こ
隊
の
隊
員

と
一
緒
に
杵
を
高
く
振
り
上
げ
、ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ

た
ん
と
力
強
く
餅
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

平成30年11月1日現在

人口総数
    9,609人
男 4,710人
女 4,899人

前月比
（－  7）
（－  1）
（ー  6）

世帯数
  3,702世帯 (＋  3)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)
13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

10:00～サイエンス･クリスマスキャンプ
　　　　　　　　　　　　(きいぱす)～23日

天皇誕生日
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
 　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

振替休日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市年末セール
　　　　　　　　　　　　(久々子水神公園広場)

官公庁仕事納め
消防団･防犯隊特別警戒(～29日)

  8:30～住民健診[胃･大腸検診](はあとぴあ)
13:00～住民健診[生活習慣病予防健診、肝炎、
　　　　    肺･大腸･前立腺･子宮･乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:30～美浜町子ども会卓球大会(総合体育館)
10:45～きいぱす定期講座「What is ZEH」
　　　　　　　　　　　　　　　　(きいぱす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

10:00～人権作品表彰式(なびあす)
13:30～人権のつどい2018(なびあす)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
 　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

10:30～さくらんぼひろば｢みんなでメリークリ  
　　　　スマス｣(はあとぴあ)※10頁参照

13:00～3歳児健診(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(けやき台第1集会所)

  8:30～みはま土曜歴文講座 ※15頁参照

10:00～コラボ★ほしまつり
　　　 (美浜駅前･美浜町観光センター)※13頁参照
10:00～きいぱす企画講座「もちつき体験」
　　　　　　　　　　　　　(きいぱす)※14頁参照
14:00～若狭国吉城 冬の陣
　　　　　　　(若狭国吉城歴史資料館)※15頁参照
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主な記事

P 2 ～ 3■ みはまナビフェス2018 産業部門･文化部門
P 4■ 平成30年度 美浜町 町政功労表彰
P 5■ 美浜町読書感想文コンクール入賞者発表

おいしいおもちに
なりますように

P 6■ 東京美浜会 30周年総会開催
P 7■ まちのニュース
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

年
末
年
始
の

ご
み
収
集･

受
入
れ
は
、

14
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、11月 15日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

※納付は口座振替が便利です。12月の納税 [納期限 12/25（火）]

町県民税 (3期 )･国民健康保険税 (6期 )

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

平成 30年12月

15（土）

16（日）

14（金）

13（木）

12（水）

11（火）

10（月）
9（日）

8（土）
7（金）

6（木）

5（水）

4（火）

3（月）

27（木）

26（水）
25（火）

24（月）

23（日）

21（金）

22（土）

20（木）

19（水）

18（火）

17（月）
1（土）

2（日）

28（金)

29（土)
30（日)
31（月）

　

朝
晩
の
寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。今
年
も
あ
と
1
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、健
康
に
気
を
付
け
て
取
材
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、東
京
美
浜
会
が
30
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
と
関
西
美
浜
会
は
、そ
れ
ぞ
れ

首
都
圏
と
関
西
圏
に
お
住
い
の
方
で
構
成
さ

れ
て
い
る
会
で
、加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
中
に

は
、皆
さ
ん
の
親
族
や
友
人
も
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
の
広
報
み
は
ま
を

お
届
け
し
て
お
り
、ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
ハ

ー
ト
フ
ル
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
お
便
り
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
み
は
ま
を
と
お
し
て
美

浜
町
の
出
来
事
や
話
題
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｐ
）

▽
表
紙
の
写
真

　

11
月
10
・
11
日
に
開
催
さ
れ
た「
み
は
ま
ナ

ビ
フ
ェ
ス
２
０
１
８
産
業
部
門
」で
の
み
は
ま

餅
っ
こ
隊
に
よ
る
餅
つ
き
の
様
子
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、み
は
ま
餅
っ
こ
隊
の
隊
員

と
一
緒
に
杵
を
高
く
振
り
上
げ
、ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ

た
ん
と
力
強
く
餅
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

平成30年11月1日現在

人口総数
    9,609人
男 4,710人
女 4,899人

前月比
（－  7）
（－  1）
（ー  6）

世帯数
  3,702世帯 (＋  3)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)
13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

10:00～サイエンス･クリスマスキャンプ
　　　　　　　　　　　　(きいぱす)～23日

天皇誕生日
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
 　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

振替休日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市年末セール
　　　　　　　　　　　　(久々子水神公園広場)

官公庁仕事納め
消防団･防犯隊特別警戒(～29日)

  8:30～住民健診[胃･大腸検診](はあとぴあ)
13:00～住民健診[生活習慣病予防健診、肝炎、
　　　　    肺･大腸･前立腺･子宮･乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:30～美浜町子ども会卓球大会(総合体育館)
10:45～きいぱす定期講座「What is ZEH」
　　　　　　　　　　　　　　　　(きいぱす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

10:00～人権作品表彰式(なびあす)
13:30～人権のつどい2018(なびあす)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
 　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

10:30～さくらんぼひろば｢みんなでメリークリ  
　　　　スマス｣(はあとぴあ)※10頁参照

13:00～3歳児健診(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(けやき台第1集会所)

  8:30～みはま土曜歴文講座 ※15頁参照

10:00～コラボ★ほしまつり
　　　 (美浜駅前･美浜町観光センター)※13頁参照
10:00～きいぱす企画講座「もちつき体験」
　　　　　　　　　　　　　(きいぱす)※14頁参照
14:00～若狭国吉城 冬の陣
　　　　　　　(若狭国吉城歴史資料館)※15頁参照

おいしいおもちに
なりますように


